
 

1 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

近年、地域の絆の大切さが再認識され、地域コミュニティを重視する意識の高まりなど、ふだんから顔の見

える関係づくりが求められています。 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けていくためには、福祉制度によるサービスだけでなく、住民が

暮らす地域の人と人とのつながりを大切にし、お互いに助け、助けられる相互関係をつくっていくことが必要

となっています。 

今後ますます多様化していく福祉課題に対し、適切に対応するとともに、王寺町の地域福祉に関する取組の

方向性を示す総合的な福祉計画として、「第２期王寺町地域福祉計画及び地域福祉活動計画」を策定しました。 

 

  

王寺町では、「 和
やわらぎ

の鐘」に込められた「 和
やわらぎ

」の心を大切にし、王寺町を愛する気持ちや、相手を思いやる

気持ちの継承を願って地域福祉を推進するための基本理念を、第１期計画に引き続き「みんなにやさしく わ

らい顔があふれ らいふステージにあった やわらぎのまちづくり ～ぎゅっとつながるまち おうじ～」と定め

ました。 

 

みんなにやさしく わらい顔があふれ 

らいふステージにあった やわらぎのまちづくり 

～ぎゅっとつながるまちおうじ～  



 

2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 基本目標 ］ ［ 基本理念 ］ ［ 基本施策 ］ 
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（１）居場所づくりの推進 
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（１）人材育成の推進 

（３）次世代の担い手づくり 
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（４）社会参加の機会づくり 

（２）関係機関等との連携の推進 

（３）身近な地域で助け合い、

支え合うまちづくり 

（４）安全・安心確保の仕組み

づくり 

（５）権利擁護体制の充実 

（２）地域に住む様々な人との

交流の促進 

（３）地域での健康づくり 

（２）ボランティア活動の促進 

（１）支援体制の充実 

（６）人権を尊重するまちづくり 

サロン、こども食堂などを活用し

た居場所づくりの拡充 

［ 取組の概要 ］ 

様々な人との交流ができる仕組み

づくりと魅力の充実 

心と身体の健康づくりの推進 

一人ひとりの能力を活かした社会

参加への支援 

地域福祉の担い手の発掘と育成強化 

ボランティア活動の情報発信とコ

ーディネート機能の強化 

乳幼児期から地域とつながりを感

じる環境づくりの推進 

重層的な相談支援体制の強化 

ワンストップの相談窓口から、重

層的な支援体制の構築と連携強化 

「助け合い」「支え合い」の推進 

・王寺町防災士ネットワークとの
連携強化 

・

権利擁護体制の更なる充実 

人権を尊重するまちづくりの推進 
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基本目標１ ふれあい、生きがいをもてる居場所づくり 

こども食堂やサロン活動等を通じて、食事の提供を通したコミュニティの場、自宅に閉じこもりがちな人の

外出機会を提供したり、子育てや介護等の悩みごとを抱える人が地域で孤立することを防ぐために、様々な交

流機会をとらえた仲間づくり等を支援します。住民同士のふれあいを通じて、これまで気づかなかった地域の

魅力を発見するとともに、顔の見える関係が増えることで地域に対する愛着を育み、一人ひとりがこのまちで

暮らして良かったと感じられるまちづくりを目指します。 

 

（１）居場所づくりの推進   

○サロン活動・こども食堂の運営支援  ○子ども・高齢者・障害者などに配慮した環境整備 

（２）地域に住む様々な人との交流の促進  

○「社会福祉まつり」など住民同士がふれあえるイベントの実施 

○イベント、自治会活動、防災・防犯意識啓発を通じ、身近な地域での「つながり」づくりを実施 

（３）地域での健康づくり  

○「やわらぎトラスト」の実施  ○「いきいき健康サロン」の実施 

（４）社会参加の機会づくり  

○シルバー人材センターと連携し高齢者の働く場を確保 

○町内福祉事業所や地元農家などと連携し農福連携の仕組みをつくる 

 

【住民の皆さんに取り組んでいただきたいこと】 

 

 

 

 

基本目標２ 地域を支える人づくり 

王寺町に関わるすべての人が、地域を支える存在として、一人ひとりが積極的に地域福祉の推進に力を発揮できる

社会の実現を目指し、福祉に関する講座やボランティア体験の開催など人材育成につながる事業を展開します。 

 

（１）人材育成の推進  

○「地域福祉を支えるリーダー」の育成   ○「まちづくり協議会」の設立支援 

（２）ボランティア活動の促進  

○ボランティアに関する情報提供とコーディネート機能の強化 

（３）次世代の担い手づくり  

○保育所等、幼稚園、小・中学校での地域福祉教育の推進 

○学校等と連携し青少年の健やかな成長を支援 

 

【住民の皆さんに取り組んでいただきたいこと】 

  

・ 自治会活動やサロン活動等、関心のある地域活動に積極的に参加しましょう。 

・ 地域の催しに積極的に参加し、住民同士の交流を深めましょう。 

・ 地域活動への参加を通して、地域の魅力を見つけましょう。 

・ 地域福祉に関する講座や学習会へ参加し理解を深めましょう。 

・ ボランティア活動や自治会活動等へ積極的に参加しましょう。 

・ 自分ができることを持ち寄って、できることから地域へ貢献しましょう。 

・ 子育て家庭や、子どもたちへの声かけを推進し、地域で子どもを育む

雰囲気をつくりましょう。 
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基本目標３ 助け合い・支え合いのつながりづくり 

若い世代やひとり暮らしの方などが、地域とのつながりを実感しながら安心して生活できる仕組みを整えて

いきます。誰もが地域で安心して生活できる社会を築くために、住民一人ひとりの積極的な地域活動への参加

によるつながりづくりを支援し、地域が一体となっていざというときに助け合い、支え合うことができる関係

づくりを推進します。また、相談支援体制の充実を図るとともに、関係機関等の連携を強化した重層的相談支

援体制を構築します。 

 

（１）支援体制の充実  

○各課窓口の相談支援体制の充実 

（福祉介護課、保健センター、地域包括支援センター、社会福祉協議会など） 

（２）関係機関等との連携の推進  

○関係各課が集まりケース検討し、横断的な相談支援体制の強化 

○重層的支援体制の構築 

（３）身近な地域で助け合い、支え合うまちづくり  

○新たな組織「まちづくり協議会」の設立支援 ○ファミリー・サポート・センター事業の推進 

（４）安全・安心確保の仕組みづくり  

○王寺町防災士ネットワークとの連携  ○「災害時ケアプラン」の作成 

（５）権利擁護体制の充実  

○成年後見制度の利用促進 

（６）人権を尊重するまちづくり  

○人権学習懇談会、「差別をなくす町民集会」などの継続 

 

【住民の皆さんに取り組んでいただきたいこと】 

 

 

 

 

・ お互いを尊重し、思いやりをもって接しましょう。 

・ 隣近所の人と挨拶や声かけを交わしましょう。挨拶をされたら、笑顔

で挨拶を返しましょう。 

・ 福祉制度や福祉サービスに関心を持ち、積極的に情報を収集しましょう。 

・ 地域において困りごとを抱えていたり、支援を必要としている人を早

期に発見できるよう、見守りや声かけを行いましょう。 

第 2期王寺町地域福祉計画及び地域福祉活動計画【概要版】 

令和３年３月 

王寺町住民福祉部福祉介護課 

  〒６３６－８５１１ 

  奈良県北葛城郡王寺町王寺２－１－２３ 

  電話：０７４５－７３－２００１ 

ホームページ：https://www.town.oji.nara.jp 

 

社会福祉法人王寺町社会福祉協議会 

  〒６３６－００２１ 

  奈良県北葛城郡王寺町畠田９－１６０８ 

  電話：０７４５－３３－０２９４ 

  ホームページ：https://www.shakyo.or.jp/hp/index.php?s=1269 

 

https://www.town.oji.nara.jp/

